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原題 RoboCop - 1987 年 図 1)や「13 日の金曜日」(原題: FRIDAY THE 13TH- 1980 年)、「スター・ウォ
ーズ エピソード 4/新たなる希望」(原題: Star Wars: Episode IV A New Hope ‒ 1977 年)、「マッドマ




















































” ズレ ” が、” 観測 “ された「現在」が「過去」になっていく時間の積層を示し、2台の視角のズ













































申請者、増田将大の博士提出論文「重層するイメージ、時間 -Layering Images, Time-」は、これまで
の制作における、リアルとフィクションとは何かという問いを、時空間理論の一つであるスポットライト
理論と交差させながら、現在までの研究を論考したものである。 
    
 
本論文は、序章で幼少期のSFやホラー映画の観賞体験が、その後の制作や研究に影響を与えていること
が語られる。第１章では、制作プロセスを元に作品のモチーフとなる場所に流れる現在と過去を撮影とプ
ロジェクションで繰り返し、そのデジタルデータをシルクスクリーン技法によって画面に固定していく
時間の重層化が解説されている。第2章は、時間を主題にした作家の作品を参照しながら、自身の制作で
の時間の視覚化に内在される場所の可能性、他者の時間、現在の時間と同時に過去の痕跡や記憶について
問題提起される。第3章では、スポットライト理論に焦点を当て、新たな時空間理論の流れない時間が考
察される。その理論を手掛かりに制作された博士提出作品「Scattered time」と「Moment’s #37」につ
いて解説されている。終章において、リアルとは今この瞬間に認識している現在とはいえ、記憶でもある
過去も想像である未来もフィクションであり、観測された瞬間がリアルとフィクションの境界となると
結論付けた。 
博士提出論文は、解りやすく整然とまとめ上げられている。申請者の多くの場所で制作することによっ
てでしか掴めない、固有の場所の持つ時間や身体的に経験した時間感覚も論考に加えると、さらに深みの
ある論文として成立したと考える。また博士提出作品「Scattered time」は、鑑賞者が映り込み時間を視
覚体験できる映像インスタレーション作品であり、「Moment’s #37」は、ある一室を撮影とプロジェクシ
ョンのプロセスを繰り返し、それを絵画作品として展示したものである。この二作品においても、理論上
の客観的な時間の視覚化と、生物的時間や身体的な感覚との間を注視することで、作品の中での再現性で
はなく、制作によって視えてくる時間の物質化が、どのようなプロセスで表現されるのかという問いが必
要である。 
時間は、古代では循環的なもの、円環的なものと想定されていたし、インドでは時間は流れるものでは
なく、静止、持続、消滅と解釈されていた。日本では道元の有時、または江戸時代までは不定時法であっ
た。時間は風土による地域性や民族性、また時代によって種類がいくつもあった。その後、直線的で流れ
る時間が中心となり、現代では科学や哲学の分野で、過去も現在も未来も流れない時間の中で存在してい
るという解釈も生まれた。今後、いくつもの時間論と付き合い直してみてもいいのではないか。 
博士提出論文、博士提出作品は、主査、論文副査、作品副査から博士学位として認められる論文、作品
として評価を受けた。 
